
日本

朗読ツーリズム�
物語の舞台を、実際に「旅」して

五感で味わった「きもち」を「声」にのせて表現する

「ことば」を読むことが出来れば
小学生からシニアまで

年齢も、性別も、経験も超えて楽しめる

「朗読ツーリズム�」は

これからの時代に必要な
「アート」×「学び」×「エンタテイメント」

プログラムです



日本

©ことのはスクエア

「朗読ツーリズム�」が生まれたきっかけ

20代から憧れ続けてきた、元NHKアナウンス室⻑の⼭根基世さんに出会ったのは45歳の時。
「朗読指導者養成講座」の1期生として⼭根さんの元で学びはじめ

私は「朗読」の奥深さと、その可能性を知る事になる。
さらに、ちょうど同じ頃、リアルにお会いすることが叶った出口治明さんから教えて頂いた

「⼈生を豊かにするのは⼈・本・旅」という⾔葉から、アイディアは生まれた。

「旅」と「朗読」を結び付けたら、何か⾯⽩いことが起こるのではないか︖



日本

©ことのはスクエア

「朗読」は、誰もが楽しめるもっとも身近な「アート」

「朗読」は、文字を読める⼈なら誰にでも出来る。
そこに「物語」と「声」があれば、特別な準備も、スキルも必要ない。

一方で、その内容を相手に届けようと思うと、なかなか難しい奥の深さがある。
この主⼈公の⾔葉は、どういう⼼境から出たのか… なぜ、この登場⼈物はこんなことをしたのか…
作品の解釈も100⼈100通りで、さらに、⼈の持つ「声」も、100⼈100通りで、みんな違う。

「ことば」に「きもち」を乗せて「声」にすること。
その一瞬が、⼆度と再現することのできない「ライブ」であり「アート」だ。
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©ことのはスクエア

2019「感じて、伝える 旅する朗読 天城・伊豆の踊子」

「伊豆の踊子」の舞台である
天城トンネルを歩いたり

川端康成が作品を執筆した
定宿でお話を聴いたり・・・

山根基世さんをお迎えして
発表会では

一緒に朗読を楽しみました
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©ことのはスクエア

2020「感じて、伝える 旅する朗読 岡部のむかし話」

コロナ禍で、急遽
オンライン開催に変更

地元のむかし話を絵本にした
絵本作家を招いて

生中継やリポートを交えて
旅の雰囲気を伝えて

発表は「YOUTUBE」で
ライブ配信しました



©ことのはスクエア

2023「感じて、伝える 旅する朗読 草薙球場物語」
通算5回目となる「朗読ツーリズム�事業は
「ふじのくに子ども芸術大学」のプログラムとして

静岡野球の聖地「草薙球場」を舞台に「オリジナル朗読台本」を作成

さらには、球場の協⼒の元、1⽇貸し切り︕
元プロ野球選⼿のトーク＆⾒学ツアーを組み込んだスペシャルプログラㇺに!!

一流選⼿と一緒にスイングし、マウンドに⽴った子どもたちは
感じた気持ちを「ことば」にのせて、⼼に届く発表を⾒せてくれました
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©ことのはスクエア

「草薙球場物語」 初⽇講義
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「草薙球場物語」 広瀬選⼿トーク＆⾒学①
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「草薙球場物語」 広瀬選⼿トーク＆⾒学②
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「草薙球場物語」 発表
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©ことのはスクエア

「草薙球場物語」 子どもたちの声
・正直なところ、こんなことを2⽇もかけてわざわざ⾏くなんて⾯倒だと思ってました。
しかし、本当は、球場の普段は⾒られないところを観たり、楽しく朗読するコツを教えて
もらったりして非常に価値があるイベントでした。

・学ぶだけでなく、実際にやることですごくためになりました。発表会でより自分に自信を持てるように
なりました。最近は授業でも時々、⼿を挙げることが出来ています。
球場の中にも入れて、とても楽しい2⽇間でした。

・1⽇目に体験したことを思い出しながら伝えられ、朗読の楽しさや難しさを実感しました。
完璧には出来なかったけれど、先生が沢山ホメてくれて嬉しかったです。
またぜひ参加したいです。

・学校では音読になっていたところを、朗読に直したりできて良かった。

・朗読はあまり最初は興味がなかったけど、いったらとっても楽しくて良かった。
しかも球場かしきりできてよかった。
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朗読ツーリズム�にご興味がある方は…
人のいるところに「物語」は必ずあります

そして
「物語」の舞台に実際に⽴って、その「物語」を「声」に出して読んでみると

その土地の、暮らしの息吹を、時を超えて感じることが出来ます

「朗読」は、誰にでも出来る、最も身近な「アート体験」であり表現活動です
年齢も性別も経験もこえて「感じて、伝える 朗読ツーリズム�」で
本当の「ことば」を話せる社会の実現を、お⼿伝いさせてください︕

公式LINE「声の定期便」
毎週月曜⽇に配信中

お問い合わせは、LINEからもOK橋本恵子
kotosuku55@gmail.com


